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殖
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財

政

方

針

、子、

堀

切

替

兵

衛

電国~

米
関
総
務
協
舎
は
前
年
セ
リ
グ
マ

y

殺
授
、
ぞ
品

Y

グ

λ

畿
授
、
チ
ヤ
ー
ル
ス
二
ム
リ
シ
烏
ア

ル
バ
!
ト
、
ジ
ヨ
ウ
博
士
の
四
氏
を
懇
げ
て
殖
民
委
員
と
定
め
以
て
特
殊
の
榔
究
を
委
ね
た
る

が
省
関
阻
ん
は
櫛
々
併
究
調
査
の
後
委
員
舎
の
名
を
以
て
般
民
地
財
政
制
度
の
綱
飯
は
斯
の
如

、、一
J

'
 

〈
な
る
可
し
と
て
注
の
十
二
筒
絡
を
指
摘
し
化
よ
り
蓋
し
有
袋
一
の
文
字
と
し
て
殖
民
問
題
を
碗

究
ず
る
人
々
の
推
賞
す
る
mm
な
1
9
0

ハ
附
認
す
州
W
G
M
g
o
r
H
O
O
H
O
長
戸
山
g
u
u
g氏
o
n
中

に

は

袋

員

の

名

を

怒

げ

ず

究

八

ケ

僚

の

綱

領

な

る

が

如

t
犯

1'1 

L

B
あ

nv
然

ιJ
ず〉

い
谷
殖
民
地
の
財
政
は
絶
濁
に
殖
民
地
自
身
の
潟
抗
議
を
目
的
と
し
て
按
酪
せ
ら
る
可
を
も
の

に
し
て
母
闘
の
利
盆
を
目
的
と
総
ず
可
ち
-WJO

強

民

地

の

貼

財

政

方

針

吋
吋
一
七

、v一‘，
s
z
a】

F

、



日
目
一
八

コ
世
界
の
各
方
聞
に
於
け
る
多
数
の
殖
民
地
仁
野
し
財
政
監
理
上
の
純
白
に
渉
t

り
花
る
一
定

雄

氏

地

の

財

政

方

針

18 

の
制
度
を
設
け
得
可
会
も
の
に
非
み
が

J

各
殖
民
地
は
其
悶
情
じ
縦
み
て
能
く
自
家
仁
趨
総
し

北
る
制
度
を
作
る
可
を
な
ん

J
O

ヨ
出
来
得
可
く
り
ば
各
揃
民
地
は
自
給
自
文
以
て
其
費
用
に
路
ヂ
る
を
可
な
ι
り
と
す
る
も
件

図
は
其
殖
民
地

p
w
w
恭
之
を
償
却
し
得
一
川
ず
し
と
信
ホ
ノ
る
理
由
あ
る
場
介
に
は
財
政
上
の
補

助
を
輿
ふ
る
も
可
な

F

り
と
す
。

mm
般
民
地
人
民
が
餓
滋
、
巡
河
、
郵
便
-
電
信
等
近
世
・
友
一
明
の
貫
一
裂
な
み
設
備
又
は
日
公
共
事
業
を
綴

倍
す
る
能
力
を
紋
く
が
'
知
念
所
仁
在
λ

ツ
て
は
此
等
の
事
業
は
-wl，
闘
政
府
若
く
は
船
民
地
政

耐え 、

司、

園田

府
に
於
〈
之
を
所
宥
し
之
を
終
結
し
私
設
合
枇
に
委
ね
ヂ
し
て
政
府
官
・
…
民
仁
依
r
り
に
総
総

¥ 

せ
し
り
る
を
可
と
す

o

m
歳
入
税
源
の
削
減
掠
を
翁
ず
仁
蛍
λ

リ
て
は
特
場
令
仁
賂

b
其
防
相
民
地
の
経
掛
的
及
ぴ
枇
合
的

放
態
仁
鍛
唱
が
て
之
を
定
む
可
を
唱
の
と
す
。

対
外
捌
と
の
通
商
貿
易
が
其
川
畑
氏
地
の
経
跡
的
後
還
の
斜
め
に
重
大
な
る
関
係
上
有
す
る
坊

会
に
は
殖
民
地
の
総
入
税
は
全
然
之
宮
撤
販
す
る
か
若
く
は
之
を
賦
課
す
る
じ
於
て
説
υ
極

め
て
般
か
ち
し
む
る
と
と
を
裂
す
。

間
経
締
上
の
宮
線
が
未
だ
開
設
せ
ら
れ
か
』
る
殖
民
地
ぶ
在
F

り
て
は
一
般
歳
入
以
主
と
し
て
内

関
税
の
欣
入
に
依
λ
ツ
阿
批
判
に
総
入
品
に
濁
し
て
拡
之
と
同
一
絞
皮
の
総
入
税
を
課
す
可
く

消
授
税
に
夜
t
り
て
は
最
H

初
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、
阿
一
件
反
ぴ
米
の
如
を
一
般
・
に
油
製
せ
ち
る

る
伎
少
の
物
口
仰
に
制
到
し
主
と
し
て
課
税
す
る
を
可
と
す
、
岩
し
叉
猫
兵
地
に
し
て
砂
糖
、
般
車
、

腕
等
の
如
き
底
物
に
官
み
殊
仁
天
典
の
俗
件
が
其
生
産
に
利
益
ゐ
1

り
と
認
む
可
登
場
合
仁

は
絞
業
菟
許
税
叉
は
之
と
閥
横
の
課
税
宮
翁
す
い
は
可
な
よ
ツ
と
す
、
而
し
て
此
等
の
貨
物
に
封

し
艇
を
輸
出
税
を
諜
ず
る
は
特
殊
の
坊
令
仁
清
利
な

b
と
主
践
す
る
者
な
告
に
非
?
と
蛾

E
U

然
活
乙
綜
疑
問
、
花
る
を
菟
れ
み
yo

-

-

ル

グ

ト

ロ

ア

八
都
市
入
門
税
叉
滋
之
と
同
績
の
消
費
税
を

一
地
方
の
税
制
似
と
定
む
る
は

8
U
可
営
乙
と
に

し
て
最
大
多
数
の
場
令
仁
於
て
地
方
波
紋
主
と
し
て
不
動
産
税
鶴
業
枕
及
び
之
と
陶
磁
の

組
税
よ
J

り
徴
収
す
る
か
一
可
と
す
。

仇
州
似
枕
徴
欣
の
匁
め
に
は
成
る
‘
司
、
t
各
殖
民
地
は
共
土
人
&
採
用
し
て
政
府
の
官
京
大
ら
し
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め
以
て
之
、
仁
皆
ら
し
む
る
十
日
宜
し
と
す
、
然
れ
ど
事
政
府
官
局
者
の
言
明
し
大
る
所
以
常
じ
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枇

m
z
民
地
の
財
政
方
針



rnt 

u

a

L

'

・色、白
内

ι
1

・
1
t
A

，

、
、
、
，

ahy

‘，
a
E
d
-
-

・

j

!

'

正

白

e

p

v

p

p

目、，ぃ冶、ー‘
e-JV

‘1、1zdo
，
、
・

H
レ

、3a
也、U1Uぱ

R

.. 
s-hw.

，‘
l

・6b
o
J

・、.
2
p
'
s
u

‘.
E

'

'

ム

p
!十

r町

。

l

i

t

-

勺、ー
iIJJtie多い

eqLtiト
‘

E
R
U
V且
E
H自
由
佳
E
B
H
E晶

E
E
E
b
;

ー
目
恒
市
川
噂

1
1
1
4
1
1
)
e
l
l
-叶
汁
川
寸
川
ペ
リ
ー
叶
汁

iJJYdi?-wlぃ
山
中
川
IT--eve
日
プ
ベ
J
一一パパ

;
Lペリー・点、

1

・代Ja
i

-叶

!
1件・
3
3
U
L
v
y
'
γ
t
h
てバ
-
P
~ー
ベ
ル
V
4ト
;
h
p
f
t
A山
川
‘
」

1
1
J
h
t
J
4
2
F主
11414qdjk山

H
h
けい
a
¥し
-
L
-
l
o
t
d
a
-
汁
L
j
!

守

J
H
6
1
4比
七
よ
い

t
l
'
;
ツ
!
と
h

4
0・BAtt

，‘

i
u
d
!
s
j
t
々
、

ies
戸
川
下
、
ト
じ
い

h

'

J

U
引
い
行
口
ー
す
み
1
4
0
!
l
i
y
L
H
C
P
;
.... 
7
h
s
i
t
'
 

バ

l
i
J
ρ
1
1
1
1
;
J
4
リ
ド
‘

!
E
h
-
-
1
f
t
:
1
1
1
s
、

，
 

20 

磁
路
地
の
財
政
一
方
針
へ
~

般
的
に
之
を
殿
守
せ
じ
り
る
乙
と
を
婆
し
成
践
を
保
持
す
る
乙
と
肝
延
な
I

り。

。
近
世
的
産
業
戒
態
、
に
議
せ
命
、
C

る
過
渡
時
代
の
殖
民
地
に
在
t
り
て
は
締
め
て
土
人
の
憤
穏
を

十、"

‘ 人

. ，" ・色 、. ，、
・・1 

教
霊
ず
る
乙
と
必
要
に
し
て
若
し
従
来
土
人
の
首
長
が
土
民
よ
2
0

枚
入
を
受
け
波
2

り
な
る

が
如
を
場
合
仁
は
賛
行
し
得
ゐ
限
よ
り
之
を
保
存
機
綾
ず
る
を
可
な
よ
ツ
と
す
。

コ
合
衆
閥
所
腐
地
の
財
政
制
度
を
趨
常
に
混
用
せ
し
め
・
ん
が
嶋
崎
め
殖
民
地
官
吏J

の
能
力
及
伐

誠
安
に
闘
し
全
く
疑
を
容
る
、
係
地
な
き
様
究
官
服
務
規
則
を
説
く
る
乙
之
総
鈴
に
必
要

な

え
一

J

一
充
分
に
土
人
勢
力
の
供
給
を
得
る
と
と
問
灘
な
る
殖
民
地
に
於
て
は
外
岡
勢
働
者
入
閥
許

可
問
題
は
常
に
慌
設
な
る
注
滋
を
以
て
考
究
せ
ぎ
る
可
ら
ヤ
・
而
し
て
合
衆
鴎
よ
'
り
文
、
那
持

働
者
を
排
斥
駆
逐
す
る
は
枇
合
上
総
務
上

E
蛍
な
る
理
由
み
よ
ツ
と
認
り
る
を
得
れ
ど
も
同

一
論
擦
を
以
て
「
プ
イ
リ
吋
/
ピ

Y
L
よ
ム
ツ
支
那
入
を
排
斥
し
得
可
営
"
も
の
と
考
ふ
可
ち
食
。

候耳障

軍曹冨ー

一 一一一- 一割r，宅~置宰宮戸""守宮常吉"宇田-=-_-_一ーー一

以
上
十
二
筒
僚
は
英
一
お
ふ
所
械
に
想
筒
な
れ
ど
も
流
石
は
合
衆
岡
一
械
の
鱗
締
結
唱
者
若
く

は
殖
民
地
問
題
に
闘
し
緋
究
を
積
み
れ
仏
る
人
々
の
結
論
だ
け
あ
L
ツ
〈
普
く
共
意
を
織
し
柁
I
9

主
-
二
五
ふ
を
得
可
じ
今
夏
に
殖
民
間
附
胞
を
経
憐
的
方
一
間
よ
L

り
観
察
し
て
今
日
世
界
の
オ

!
y
y

ア
イ
ー
と
認
め
ち
れ
居
る
例
の
ラ
、
世
ア
、
ボ
リ
ユ

!
数
授

の
所
論
を
蒋
ぬ
る
仁
数
授
は
英
名
強
制

り
印
日
仰
の
O

〕

O
口
町
民
山
O
ロ
n
y
m
N
H
m
m
句

2
1
m
m
g
o仏
A
W
円
口
向
的

中
に
於
て
本
問
題
を
論

b
て
日
く

「
殆
民
地
行
政
中
最
弘
困
難
な
る
問
題
は
租
税
の
賦
課
及
ぴ
英
徴
牧
の
方
絵
仁
関
し
て
な
る

可
し
、
先
一
づ
般
民
地
の
歳
入
を
得
る
方
張
中
最
良
の
も
の
は
如
何
と
一
五
ふ
に
蛍
該
揃
民
地
広
務

し
て
堂
島
己
長
携
大
ち
ヂ
旦
.
つ
奨
経
掛
上
及
ぴ
枇
合
上
の
縫
歩
緩
迷
を
容
す
る
乙
と
な
く
加
ふ

る
仁
其
徴
牧
最
も
容
易
仁
口
且
つ
費
用
の
少
な
き
も
の
北
る
を
要
す
る
拡
一
広
ふ
洛
唱
な
し
。

L
L
u
 

d
n
u
F
 

目
的
よ
J

り
一
五
ヘ
ば
左
記
二
種
の
租
税
は
最
も
被
民
地
に
取
よ
リ
て
趨
嘗
な
よ
リ
と
総
む
る
乙
と
を
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的
も
一
は
輸
入
商
品
に
談
す
る
閥
横
倣
図
海
外
地
民
地
じ
て
は
泌
常
之
を

r
g
q
l
ι
稀
ず
圧
し
て
共
ニ
拡
政
府
所
布
土
地
の
寅
却
よ

b
ず
る
収
入
之
な

6
、
英
閥
殖
民
地

歳
入
の
主
な
る
財
源
は
此
爾
者
に
し
て
若
し
英
賦
課
徴
牧
の
方
法
宜
し
を
£
待
問
時
じ
業
税

率
と
代
僚
と
が
越
度
を
符
叱
る
も
の
な
る
時
は
牧
入
額
唱
少
な
か
ら
歩
且
つ
何
等
の
附
締
結
岡
却

を
生
件
」
-
か
る
と
と
駄
常
ド
認
め
・
ち
る

h
mな

I

り。

新
民
地
に
於
け
る
輸
入
税
は
問
中
に
欣
入
の
目
的
仁
止
ま
る
を
可
と
し
保
識
の
性
質
を
帯
ば

滋

民

地

の

財

政

方

針

。
口
付
吋
O
M

可
し

、.、
♂ i 

~ 

? ‘ー・・.陣・4・
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e田 4・
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獄

民

地

の

財

政

方

針

し
む
る
は
宜
し
か
ら
や
ノ
葉
故
如
何
E
C

云
ふ
じ
総
入
貨
物
原
産
地
の
何
一
郎
、
花
る
を
問
は

-V
凡
く

の
積
額
の
商
品
に
野
し
従
低
五
分
乃
豆
一
一
割
を
趨
ヘ
公
る
趨
皮
の
課
税
を
潟

3
ん
が
之
れ
が

矯
め
殖
民
地
の
経
済
上
仁
不
良
の
結
果
を
来
す
が
如
き
乙
と
有
ら
な
る
可
く
殖
民
人
宅
斯
る

低
皮
の
総
入
枕
に
刻
し
て
は
何
等
の
不
平
を
唱
ヘ
合
る
可
く
主
(
徴
牧
港
至
っ
て
容
易
な

J

り
と

-h・A
-・‘、.
~ 

~'-. 
t ....... 

. 回 .... 

'巳

. . ， 

ベ

総
唱
反
之
官
問
、
皆
川
閣
議
枕

k
徴
せ
ん
わ
一
部
殖
民
地
人
民
は
之
を
喜
兵
者
な
ぎ
に
非
公
る
可
し

と
燐
も
同
時
に
之
広
野
ず
る
非
難
政
懇
の
起
る
は
苑
れ
も
d

る
所
な

f

夕
、
殊
に
政
治
ト
…
M

A

d

際
紛

上
の
援
達
者
し
わ
ら
才
る
殖
民
地
に
在
。
て
は
外
閣
と
の
通
商
貿
易
は
少
数
な
ゐ
裕
階
仁
眠

ら
れ
入
港
貨
物
に
机
判
ず
る
聡
入
税
は
是
等
の
港
仁
住
民
泊
す
る
少
数
の
商
人
の
負
揺
す
る
所
な

る
を
以
て
献
ず
れ
八
附
U

W
仇
の
場
合
の
如
く
多
数
人
民
の
不
俊
之
非
難
と
を
招
ヤ
の
恐
之
れ
な
な

-
" 

咽 0 ・‘.
司 -

d ・ f一、
・- 、e .、，

‘.'  . 
-

な

b
、
同
一
時
仁
殖
民
地
拡
州
統
治
工
業
の
原
料
品
を
輸
入
す
る
が
如
を
乙

ι殆
ん
ど
な
く
多
く
拡

原
料
品
を
一
輪
出
し
て
日
用
消
費
物
を
'
総
入
ず
る
の
常
な
れ
ば
殖
民
地
に
於
け
る
総
入
枕
は
原

料
品
課
税
の
非
難
を
蒙
る
乙
と
な
く
主
と
し
て
一
般
治
裂
物
仁
課
税
せ
ら
る
、
結
巣
を
見
る

な
よ
リ
、
今
一
ニ
の
資
例
じ
就
て
之
を
鐙
せ
ん
じ
英
闘
殖
民
地
中
コ
ユ

l

サ
ウ
ス
、
ウ
ヱ

1
1
F
ス
は

一
八
一
一
一
六
年

4

一
英
穣
慈
の
命
ほ
幼
維
な
s
り
し
時
歳
入
は
十
九
高
砂
に
滋
ぎ
な
I

り
し
が
中
十
二
寓

_.一一 一一一、でよ町一

六
千
勝
は
輸
入
沼
紛
よ

b
之
を
徴
牧
し
一
高
七
千
傍
は
煙
草
枕
の
収
入
な
ら
を
叉
ニ
ュ
!
プ

ラ

Y

ス
ウ
ヰ

y
グ
の
歳
入
五
高
八
千
砂
中
間
高
九
千
砂
川
い
沼
紛
飲
料
、
砂
糖
反
ぴ
蜘
排
の
総
入

税
及
♂
各
種
商
品
に
課
し
柁
る
従
便
秘
な
ら
し
な
ん

J
O

総
抑
制
感
者
中
に
は
消
費
一
枕
を
以
て
不
可
な
t

り
と
し
寧
ろ
直
接
税
を
歓
迎
す
る
唱
の
少
な
が

ら
み
少
此
問
題
に
闘
し
て
は
種
々
議
論
の
存
ず
み
所
に
し
て
一
一
概
に
之
を
論
定
す
る
を
得
グ
る

は
勿
論
な
1
9
2・
除
電
少
く
と
が
刀
嫡
民
地
に
於
て
は
直
接
税
は
最
初
徴
収
関
難
に
し
て
は
A

つ
多

く
の
費
用
b
q・

4

裂
す
る
の
不
利
益
を
伴
ふ
も
の
な
ら
随
て
之
れ
が
斜
め
却
〈
殖
民
地
の
後
惑
を

，、 1

0 、

氾
容
す
る
乙
と
少
な
し
と
せ
ヂ
反
之
間
接
消
費
税
は
絡
口
仁
於
て
容
易
に
徴
収
せ
ら
れ
且
つ

終
段
少
な
く
同
時
仁
共
課
税
に
し
て
趨
殺
の
度
に
止
ま
る
に
於
て
は
殖
民
地
入
品
川
い
之
に
封

し
好
誌
を
表
せ
歩
と
公
ふ
乙
と
な
し
、
げ
ん
そ
理
論
上
何
様
の
秘
税
が
其
滴
周
回
ぬ
ま
し
を
宅
の
な

1

り
や
は
之
宮
主
張
す
る
乙
と
界
日
切
な

-
h
t
織
が
も
然
活
費
際
上
仁
於
て
は
枇
合
上
経
線
上
及
び

地
理
上
の
放
線
を
例
的
し
民
衆
の
習
慣
性
質
等
を
も
鑑
み
て
枕
回
を
選
揮
す
る
の
必
一
袋
ゐ

b

本
閥
仁
於
け
る
良
敏
・
は
必
ボ
ノ
し
宅
殖
民
地
に
於
て
良
税
な
よ
ツ
と
稀
ず
る
を
得
安
要
は
資
際
上

23 

の
便
宜
i
L
趨
用
の
可
能
h
v

不
可
能
か
を
考
へ
て
之
を
怒
探
せ
才
る
可
ち
ゃ
/
之
れ
余
が
殖
民
地

磁

民

地

の

財

政

方

針

ご

一

一

〕

一

一



、. . 
-

屯， 1・ . .・今 4・・，， I 、

、. 
ミ

'・

、ー陶 ← d 

磁

民

地

の

財

政

方

針

ご一一仰向

2生

に
於
〈
間
接
治
尚
武
税
含
以
て
直
接
税
仁
俊
れ
い

b

t
錯
す
所
以
な
L
リ。

殖
民
地
収
入
取
得
の
他
の
一
方
絵
邸
ち
米
関
懇
土
地
の
資
却
枚
入
に
闘
し
署
名
な
る
は
英

閣
に
於
け
る
ウ

x

l
グ
ブ
ヒ
ー
ル
ド
ジ
ス
テ
ム
に
し
て
此
制
度
以
殖
民
地
米
関
懇
土
地
の
変

知
代
金
を
ば
凡
て
移
民
の
奨
鰯
に
使
用
し
大
る
唱
の
な
よ
ツ
念
、
ふ
・
~
地
質
却
代
金
を
此
舗
の
目
的

仁
専
用
す
る
の
可
否
は
臨
時
く
之
を
拾
を
土
地
買
却
代
金
営
以
て
会
共
緊
急
事
業
の
周
波
に
伎

用
ず
る
の
精
紳
は
大
仁
宏
し
き
を
得
柁
る
唱
の
と
制
御
す
る
を
得
可
し
而
し
て
寅
却
代
金
を
如

何
仁
定
り
可
き
乎
は
瞳
盟
上
の
問
題
仁
非
常
J

し
て
地
球
の
如
何
殖
民
地
の
総
務
財
政
状
践
の

如
何
に
依
λ

ツ
て
趨
宣
に
之
を
定
ひ
可
な
も
の
な
れ
ば
一
一
概
仁
之
を
論
ヂ
る
を
得
歩
叉
費
際
上

頗
る
異
2

り
大
る
代
償
宏
・
以
て
樹
民
間
見
せ
ち
れ
つ

h

ゐ
1

り
例
ヘ
ば
合
衆
闘
に
於
て
以
…
ヱ
ー
ヵ
!

の
標
泊
中
相
場
一
弗
ニ
十
五
仙
な
る
に
濠
洲
に
て
は
一
ヱ
!
カ
!
…
砂
換
は
一
砂
十
五
志
の
商

偵
を
徴
す
る
が
如
し
問
単
一
覧
す
る
に
土
地
を
無
料
に
て
紛
興
せ
歩
し
て
之
を
殖
民
人
に
貿
下
品
、

る
乙
止
は
利
議
あ
る
可
く
之
よ

6
得
る
所
の
牧
入
唱
馨
し
母
宅
の
あ
る
は
濠
洲
に
於
け
る
土

地
変
却
欣
入
が
年
仁
依
よ
り
豆
綴
に
上
る
乙
と
あ
る
の
例
に
依
て
之
を
知
&
可
し
」

皆
同

以
上
令
衆
関
経
僚
協
合
府
民
地
委
員
舎
の
報
告
及
び
倒
閣
の
大
家
ポ
リ
ユ

l
数
授
の
意
見

は
般
民
地
財
政
方
針
の
根
本
的
概
念
を
指
示
し
北
る
も
の
に
し
て
雨
者
の
関
多
少
英
見
解
を

呉
に
す
る
欧
州
無
を
に
非
・
?
と
山
慨
が
も
雨
者
の
許
容
し
つ

h

あ
る
が
一
如
く
共
取
拾
削
減
探
以
主
と
し

て
常
時
政
殖
民
地
の
資
況
に
附
加
し
て
之
を
断
、
ポ
ノ
可
愛
や
論
な
を
な
ら
然
ら
ば
今
日
世
界
吾
闘
は

事
費
上
如
何
な
る
租
税
制
度
を
共
殖
民
地
仁
採
用
し
つ

h

ゐ
F

り
や
ー
し
一
五
ふ
に
殆
ん
ど
千
業
高

別
に
し
て
一
定
セ
ポ
・
今
日
世
界
の
川
畑
氏
闘
が
其
嫡
民
地
の
護
法
治
歩
を
計
ら
ん
が
翁
め
安
施

し
っ
、
あ
る
一
般
統
治
組
織
及
び
符
槌
の
企
設
は
安
際
上
に
於
て
谷
閥
仰
れ
弘
同
…
の
形
式

を
い
迩
ふ
仁
拘
ら
や
/
其
歳
入
取
得
の
方
絵
に
笠

b
て
は
著
し
く
相
異
な
わ
れ
る
を
見
る
可
し
而
し

25 

て
践
・
に
各
殖
民
地
に
於
る
税
自
に
相
呉
あ
る
の
み
な
ら
ヂ
財
政
上
母
閣
は
猶
民
地
に
鈎
し
如

何
な
る
程
皮
迄
干
渉
ナ
可
営
乎
の
紡
に
関
し
て
が
も
各
鴎
共
採
る
所
同

b
か
ら
・
7
今
概
括
的
に

之
を
論
ポ
J
M
V

ぱ
英
閥
り
其
泌
氏
地
に
鈎
し
財
政
上
の
組
側
立
を
裏
切
一
一
し
揃
民
地
が
裂
す
る
総
資

拡
如
何
に
し
て
之
を
徴
集
す
可
営
乎
は
み
一
く
殖
民
地
の
自
由
に
委
ね
て
顧
み
、
下
電
業
震
な
る
殖

民
地
に
劃
し
て
は
本
岡
ょ
ん
/
財
政
上
の
援
助
&
給
す
る
が
如
き
乙
と
な
く
岡
崎
仁
…
鎌
一
一
般

ι雄
司
殖
民
地
の
歳
入
を
本
図
仁
持
も
来
ず
が
'
知
念
乙
と
宥
ら
診
る
な
よ
リ
然
る
に
倣
閥
は
某

磁

民

地

の

財

政

方

針

同一一一五
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磁

民

地

の

財

政

方

針

殖
民
地
仁
濁
し
て
一
定
の
税
制
を
制
定
し
置
を
経
費
不
足
を
告
ヤ
る
乙
と
布
ら
ん
乎
本
側
政

府
は
之
れ
が
撰
械
を
潟
ず
な
常
と
し
、
和
蹴
仁
笠
1
9
て
怯
脱
出
V
L

殖
民
地
財
政
よ
の
樹
立
を
婆
段

、
、恥

ー，

ご一一穴

ず
る
の
み
な
ら
ヂ
荊
民
地
の
牧
入
を
以
て
本
岡
政
府
歳
入
の
財
淑
大
ら
し
め
ん
事
を
期
待
し

k
b
而
し
て
歳
に
依

b
和
蹴
政
府
は
立
総
の
牧
入
安
牧
め
な
る
と

Ir可
否
有

b
E
雌
港
時
と
し

て
は
殖
民
地
に
於
て
剰
鈴
金
を
得
る
能
は
診
る
の
み
な
ら
歩
反
て
本
側
政
府
の
補
助
を
裂
し

花
る
乙
と
唱
珍
し
わ
ら
や

J
O

現
今
世
界
の
各
殖
民
地
に
於
け
る
歳
入
の
総
額
は
幾
子
あ
I

り
や

と
一
お
ふ
に
統
計
の
欲
し
得
可
営
範
闘
に
於
て

一位
-e

凡
そ
十
五
億
闘
の
五
額
に
漆
ず
る
計
算
な

る
が
各
殖
民
地
が
此
豆
綴
の
歳
入
を
得
ん
が
斜
め
仁
川
部
附
加
し
つ
1
3

ゐ
ゐ
各
種
の
粗
税
制
皮
は

"， 

..‘ 、!、
e 白・ ・. ~ . 

‘，、、、. 
，・.、 e

資
に
千
業
高
別
に
し
て

一
定
せ
や
/
殊
に
各
殖
民
品
川
…
の
凶
閣
の
事
情
若
く
は
本
闘
が
舶
民
地
b
U
4

自
家
の
主
憾
の
下
に
服
従
せ
し
め
し
以
前
に
於
て
土
民
の
問
に
行
は
れ
た
る
習
慣
等
に
依
J

り

影
響
を
曲
家
る
の
事
資
少
し
と
せ
ホ
ヘ
例
一
令
ば
今
日
印
皮
の
歳
入
中
地
税
は
如
何
な
る
財
源
よ
L
リ

4 

宅
建
が
に
霊
要
在
り
'
心
地
伎
を
占
め
つ
t
h

占
め
る
は
決
し
て
他
滋
あ
る
に
非
ポ
J

只
印
皮
に
於
て
ム
仁
川

来
数
千
年
の
憤
習
と
し
て
土
地
の
占
有
者
は
之
れ
が
使
用
代
償
ー
し
し
て
或
は
弐
土
地
の
か
は
産

物
を
以
て
戒
は
通
貨

-E
以
て
毎
年
一
定
の
地
代
を
主
総
者
に
納
め
来
l

り
し
習
慣
あ
I

り
何
人
宅

之
を
訴
ま
も
d

r

り
し
わ
ば
英
図
人
は
採
っ
て
以
て
用
ふ
可
し
と
な
し
慾
じ
今
日
の
有
機
を
凡
る

じ
澄

ι/し
唱
の
な
ら
タ
ヤ
バ
仁
於
て
宅
之
と
同

b
く
和
鶴
人
の
岡
山
尚
占
線
以
前
よ
F

り
久
し
く

土
人
は
土
地
生
産
物
の
一
部
を
共
首
長
に
致
、
ず
の
慣
習
あ
よ
り
北
れ
・
ば
蘭
人
は
之
を
踏
襲
し
な

る
も
の
に
し
て
凡
そ
米
関
の
土
民
が
先
住
者
と
し
て
居
住
し
つ
tn

あ
る
邦
土
に
克
明
人
が
務

殖
し
て
共
主
継
者
と
な

b
大
る
際
仁
於
て
本
閥
慣
用
の
込
み
入
J

り
な
る
枕
絡
な
ど
此
虞
仁
熔

用
品
は
ん
と
欲
ず
る
も
徒
ら
仁
不
便
不
利
な
る
乙
と
多
く
唯
土
民
の
奮
償
仁
従
ぴ
従
来
の
徴
税

を
英
僚
機
一
水
ず
る
の
最
も
僚
出
A

な
る
に
如
か
含
る
紘
一
五
ふ
迄
号
無
し
今
試
み
に
印
皮
歳
入
の

堂
要
な
る
財
抑
止
感
?
れ
ば

地

税

二
億
七
千
常
的
自
y
Iピ
t

鴎

税

八

千

七

百

部

問
斤
税

ム
ハ
千
八
百
部

印・各

紙舗

統的

主主
税

五

千

七

百

高

四

千

九

百

高

関

税

四
千
七
回
日
常
的

‘ ‘J・-

27 

瓜
陛
の
重
な
る
財
源
を
怨
イ
ャ
れ
ば

殖

民

地

の

財

政

方

針

同一一一七
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地

税
阿
汗
曝
胤
買
収
入

千
九
百
常
的

脱
出
入
税

千

.総

臨
続

九
百
情
的

ぬ
日
れ
ミ
ロ
応

3
菅
・
・
叫
沼
A

4
憲
司

九
百
潟

隙
官
業
統

四
百
誌

、-・
1

‘F
U

J

/

百
um

制
的

一
野
潟

蜘
誹
及
び
錫
の
械
受
よ
り
得
る
収
入
若
干

(
印
皮
及
ぴ
和
協
N
H

餓

滋

枚

入

を

過

多

{

歳

入

中

に

加

算

す

れ

ど

通

其

大

部

分

は

践

轡

湖

沼

t
相
殺
せ

b
れ

多

の

利
絵
を
見
ず
)

右
表
に
依
1

り
て
之
を
見
れ
ば
土
地
牧
入
を
除
を
阿
井
及
ぴ
鴎
専
資
よ
F

り
す
る
印
度
及
ば
~ 

ヤ
バ
の
歳

λ
拡
少
な
か
ら
ぬ
豆
獄
に
幾
ず
る
を
見
る
可
く
磁
に
植
民
地
財
政
上
異
彩
を
放
つl

所
な
る
可
し
箆
ち
仁
人
顕
税
仁
室
つ
て
は
殖
民
地
濁
絡
の
税
積
ー
し
し
て
今
日
常
阪
各
地
に
存

在
ず
る
も
の
な
れ
ば
之
亦
吾
人
の

一
顧
仁
伎
せ
ヂ
ー
乙
一
お
ふ
‘
可
ち
歩
。

閥

s 
、、

・」
も4

間
芹
反
ぴ
盤
の
専
貨
に
依
る
印
皮
及
び
瓜
陸
の
歳
入
は
以
上
の
如
く
少
な
れ
ら
診
る
部

る分

を
ド
口
り
る
唱
の
な
る
が
之
を
得
る
の
方
捨
は
如
何
と
一
お
ふ
に
印
皮
政
府
は
阿
芹
の
原
料
柁

服
部
聯
加
を
耕
作
す
る
凡
て
の
人
民
よ

b
強
制
的
仁
共
生
産
品
を
貿
取
L

ツ
之
を
英
工
場
じ
於
て
倒

井
に
製
し

一
一
切
之
を
文
那
及
伐
瓜
陸
に
資
却
し
以
て
年
額
レ
匂
千
ル

l

ピ
!
の
収
入
を
泉
品
、
る

な
t
り
而
し
て
瓜
睦
に
て
は
土
人
に
阿
芹
の
製
造
を
段
議
し
政
府
自
ら
金
供
給
宏
英
綴
印
皮
一
に

仰
ぎ
之
れ
が
小
賓
の
特
秘
を
最
高
入
札
者
仁
交
的
し
以
て
其
歳
入
を
得
る
唱
の
と
す
、
食
践
は

印
皮
に
於
て
共
産
出
を
見
る
地
方
に
在

b
て
は
専
資
制
皮
の
安
施
に
依
よ
り
て
政
府
の
工
場
自

ら
之
を
製
出
し
之
に
反
し
〈
食
盟
の
供
給
を
外
閣
総
入
に
仰
?
一
地
方
に
於
て
は
政
府
本
買
に

依

b
て
賦
課
せ
ら
る
弘
之
同
一
な
る
職
入
税
を
徴
牧
し
斯
く
し
て
政
府
は
…
年
八
千
必
百
寓

ル
!
ピ
ー
の
歳
入
を
得
-
貨
に
土
地
収
入
に
次
品
、
大
な
る
税
制
協
と
見
倣

3
れ
つ
、
も
あ
る
な
2
9
、瓜

書官

時
間
に
て
宅
政
府
が
食
臨
の
製
殺
を
濁
占
し
一
定
の
代
償
を
以
て
之
を
人
民
じ
資
下
や
る
乙
と

印
皮
に
於
け
る
と
大
差
な
し
而
し
て
和
鵠
政
府
は
此
専
資
訟
を
鮮
明
し
て
日
く
「
米
関
殖
民
地

に
於
け
る
此
種
の
課
税
絡
は
最
"
も
容
易
に
し
て
且
つ
一
般
に
普
及
せ
し
り
る
を
得
可
し
殊
に

人
蹴
関
税
を
賦
課
せ
含
る
場
合
に
は
権
尊
買
は
徴
税
務
と
し
て
最
号
越
蛍
の
唱
の
な
よ
リ
L

，ζ
見
る

磁

民

地

の

財

政

方

針

、

同

一

一

一

九
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民

地

の

財

政

方

針

日
間

O

ov 
wり

可
し
脚
一
専
賓
の
如
を
拡
人
顕
税
の
代
用
と
し
て
旬
以
、
也
績
賞
な
t
り
と
し
て
認
め
ら
れ
つ
t
B

あ
る

を
、
別
民
地
仁
濁
し
て
拡
和
樹
政
府
の
一
お
ふ
所
恐
由
無
き
に
非
ら
含
る
可
し
と
蹴
も
説
仁
我
倒

の
税
制
ゅ
に
備
は
い
服
専
資
の
如
を
も
の
宏
合
め
て
政
府
首
対
-
者
之
を
訪
、
ま
な
る
仁
琵
L
り
て
綜

資
に
山
一
一
口
語
同
断
と
一
お
ふ
可
を
な
J
9
0

今
日
世
界
の
揃
民
地
仁
於
て
殊
に
其
後
述
の
程
度
低
ぬ
己
批
刑
民
地
仁
於
て
接
対
℃
廃
く
賛
行
せ

2 

ち
る

1hmの
も
の
綜
人
阪
税
な

b
t
す
、
今
英
政
仁
趨
周
せ
ら
れ
つ

h

あ
る
州
民
地
の
堂
な
る

4‘ 

も
の
を
邸
中
ぐ
'
れ
ば
英
倣
ピ
ユ

ー
ル
、
オ
レ
シ
ジ
リ
グ
ア

1
航
民
地
、
ア
ル

ル
マ
内
の
サ
セ
メ
.
ダ
州
、
仙
一
郎
印
皮
マ
ダ
カ
ス
カ
ル
、
ト
テ
シ
ス
バ

ゼ
リ
ア
、
チ
ユ
コ
ス
、
瓜
陸
フ
イ
リ

y

y

y
等
仁
し
て
サ

セ
メ
ダ
州
に
於
て
綜
右
京
の
一
般
初
日
上
此
械
の
租
税
存
し
食
る
を
英
関
政
府
下
於
て
縦
一
氷
し
松

-( .、
‘. 
毛一

・ ・戸大， .， . . 

.‘  

る
唱
の
仁
し
て
弛
方
政
路
拡
戸
数
仁
臆

b
て
各
都
港
仁
之
を
分
蹴
し
各
部
絡
は
之
を
瓦
ら
じ

谷
戸
仁
分
課
ず
る
も
の

E
ず
、
印
皮
支
那
仁
て
六
十
歳
以
下
の
土
民
及
び
担
制
服
人
仁
之
を
諜

、・

し
ト
テ
シ
ス
グ
ア
ー
ル
に
て
拡
成
年
土
人
男
女
ド
各
人
二
勝
を
淑
し
オ
レ
シ
ジ
揃
民
地
仁
於

て
は
一
紛
配
線
し
チ
ユ
ユ
ス
に
於
て
は
凡
て
の
男
子
モ

ρ

メ
〆
シ
宗
徒
綜
十
五
歳
仁
態
ず
れ

ば
人
顕
税
負
強
の

l

義
務
あ
よ
り
都
市
の
居
住
民
及
び
官
変
北
る
者
を
除
く
の
外
各
人
二
十
法
そ

!，、

.、、沖戸、

課
し
以
て
俄
岡
政
府
は
間
百
一
一
一
十
レ
山
高
絵
像
の
収
入
を
改
め
ア
ル
ゼ
リ
に
於
て
は
土
人
以
必

階
級
仁
丹

T
t
れ
第
一
階
級
じ
在
る
唱
の
は
本
税
を
党
略
ら
れ
他
以
五
絵
よ
F

り
百
絵
仁
去
る
洛

の
人
間
以
税
を
謀
せ
ち
る
L
B

の
定
uω

な
I

り
瓜
陪
仁
於
け
る
強
制
持
務
制
度
及
ぴ
共
人
一
際
枕
仁
闘

す
る
歴
史
及
び
今
日
の
安
際
に
開
削
し
て
は
他
日
機
を
見
て
詳
認
す
る
乙
と
あ
る
、
可
を
な
ん
、

2記

側
関
殖
民
地
の
枕
制
は
前
仁
二
一
一
口
し
北
る
が
如
く
英
吉
利
和
関
諮
問
の
探
る
所
i
し
頗
る
魁

を
異
に
す
る
も
の
あ

0
・

mも
倒
閣
は
殖
民
地
の
輪
出
入
税
制
定
に
闘
し
て
株
会
然
本
間
政
府

の
秘
内
に
之
宮
留
保
し
飢
胞
を
関
税
以
外
の
租
税
に
関
し
て
は
木
闘
に
於
て
安
施
し
つ
h
B

あ
る

税
栂
と
徴
収
の
方
絵
と
に
多
少
の
滋
瓦

-K
加
ヘ
以
て
之
を
般
民
地
に
議
崩
せ
し
む
一
向
し
て
地

方
の
収
入
仁
闘
し
て
は
刺
臼
仁
闘
す
る
黙
は
之
を
地
方
行
政
擦
に
一
任
し
て
廠
み
歩
と
脈
宅

多
く
は
命
泌
氏
地
中
央
政
府
の
管
督
の
下
に
立
花
し
む
る
を
常
ー
に
す
然
ら
ば
倣
本
捌
仁
於
け

る
虫
な
る
枕
績
は
如
何

ι一
万
ふ
仁
直
接
枕
ト
ド
於
て
地
組
、
動
産
税
、
小
作
澄
託
料
、
窓
.L
戸
税
及
び
経

業
税
等
な
よ
り
と
臨
港
茄
民
地
に
於
て
は
慾
戸
税
反
ぴ
動
産
税
に
代
ふ
る
に
単
一
な
る
人
綴
税
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を
以
て
す
る
か
}
常
と
し
不
動
産
税
仁
訴
し
て
は
本
闘
い
L

於
砂
る
よ

b
屯
殖
民
地
仁
て
紘
一
政
府

a 磁

民
地

の
j玲

.政

方
針・

〕
四
日
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a

・

路
、
土
地
仁
向
っ
て
間
以
く
之
を
叫
課
税
す
る
の
常
な
ら
替
業
税
は
替
業
菟
許
の
形
式
を
取
t
り
印
紙
枕

は
鰹
窓
・
税
及
び
酒
精
税
と
共
じ
貫
一
喪
な
る
殖
民
地
財
源
を
形
成
す
る
は
本
闘
に
於
け
る
と
異

競

民

地

の

財

政

方

針

同

な
る
乙
之
な
し
!
前
越
せ
る
が
如
ぐ
関
税
率
の
制
定
機
は
本
閥
政
府
の
摺
保
す
る
所
じ
し
て
総

出
入
共
に
之
を
賦
課
す
る
と
と
無
念
に
非
ホ
1
1
L

雌
替
輸
出
械
は
少
数
の
物
品
に
濁
し
て
の
み

之
を
賦
課
す
る
の
例
な
1
9
而
し
て
輸
入
殺
は
倒
閣
猶
民
地
の
大
部
分
に
業
本
協
狭
を
漉
用
せ

し
め
経
憐
的
に
A
V

邦
の
貨
を
怒
げ
ん
が
斜
め
、
本
閥
i'
」
殖
民
地
之
の
問
に
は
M
M

非
利
加
に
於
け

る
一
部
を
除
を
凡
て
其
関
税

Z
撤
燦
し
文
t

り
が
ん
倒
閣
政
府
は
此
関
税
制
定
機
を
利
用
し
て
般

民
地
の
生
盗
を
保
護
す
る
目
的
上
殖
地
撤
入
口
聞
に
禁
止
的
中
口
問
税
を
課
す
る
乙
と
あ
り
、
岡
崎
仁

本
岡
政
府
は
殖
民
地
を
し
て
母
闘
の
産
出
品
ー
し
競
争
す
る
能
は
含
ち
し
け
め
ん
が
斜
め
殊
に
戒

、

，、..:

‘、'‘， '.・• .、. 
， 

.'、

栂
の
内
地
税
を
霊
く
し
て
以
て
殖
民
地
じ
於
け
る
其
産
自
を
不
可
能
な
ち
し
ひ
る
が
'
知
念
場
向

合
唱
無
を
仁
非
、
ポ

J

郎
も
財
政
上
に
於
け
ゐ
例
制
聞
の
殖
民
地
監
替
椴
は
緩
め
て
廉
大
に
し
て
戒

鮪

vh
於
て
は
殆
ん
ど

γ

!

カ
シ
チ
リ
ズ
ム
時
代
の
英
闘
の
鍔
航
船
民
地
策
に
類
似
す
る
唱
の
無

念
じ
非
ポ
ノ
斯
の
如
〈
併
問
殖
民
地
の
関
税
は
本
閣
の
犬
れ
を
趨
用
し
つ
t
h

あ
る
"
も
の
多
品
。
宏

以
て
慨
し
て
高
率
に
し
て
業
枚
入
も
従
っ
て
少
な
か
九
歩
多
〈
の
殖
民
地
仁
於
て
酒
税
仁
次

ぎ
て
枚
入
の
多
額
な
る
は
常
に
此
輸
入
税
な

b
と
す
、
邸
も
錦
綴
印
皮
仁
て
は
輸
入
械
は
同
歳

入
の
一
一
割
五
分
倣
餓
ヂ
ユ
ア
ナ
仁
℃
は
二
割
セ
ネ
カ
ル
に
て
は
凶
割
を
占
日
め
つ
'
h

あ
る
の
劉

合
な
1
9
2
ζ

云
ふ
。

側
関
及
ぴ
相
側
逃
の
般
民
地
財
政
仁
於
て
意
喪
な
部
分
を
↑
口
り
る
は
本
側
よ
よ
ツ
の
歳
入
補
助

金
な
ム
ツ
場
の

F

加
を
は
揃
民
地
の
援
態
級
め
て
幼
縫
な
る
わ
但
し
は
本
闘
の
政
策
寂
し
が
ら
ず

後
ら
に
殖
民
地
の
線
認
を
滋
大
な
ら
し
め
つ
k
E

あ
る
が
に
依
る
唱
の
に
し
て
決
し
て
喜
ぷ
可

さ
現
象
に
非
常
ノ
允
活
保
闘
が
般
民
政
策
上
或
織
の
般
民
地
へ
は
絡
ヘ
ヂ
補
助
を
胤
ハ
ふ
ゐ
の
必

一
梨
み
る
乙
と
み
'b
例
へ
ば
海
軍
根
棟
地
の
如
く
若
く
は
貿
易
上
の
根
擦
泌
を
綬
替
す
J

る
場
合

の
如
を
印
も
之
，
な
'hJ

此
識
の
猶
目
的
地
に
み
ら
や
ノ
し
て
何
時
迄
号
本
闘
政
府
よ
1
9
財
政
上
の
補

坊
を
仰
や
・
が
如
き
は
決
し
て
成
功
の
過
程
に
有
る
唱
の
之
一
五
、
か
を
得
守
備
縄
稲
岡
の
鍛
民
地

v
p
く
ま
七
託

Z
f〉。

ド
u
F

パ

H
J
J
i
v
d
P
1
m
7
6
Jノ
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之
を
援
す
る
に
殖
民
地
の
財
政
方
針
は
勉
め
て
財
政
上
の
樹
立
を
計

b
自
足
自
給
以
て
侍

闘
の
貨
幣
左
絞
織
す
る
の
計
に
問
-
で
合
る
可
ら
安
市
し
て
其
校
入
一
取
得
の
形
式
方
法
等
に
付

を
て
は
土
地
の
欣
総
縦
鰍
判
的
援
態
の
穂
皮
土
民
の
諸
問
慌
等
を
基
礎
と
じ
て
之
を
定
め
成
る
可

般
民
地
の
府
政
方
針
ヮ
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殖
民
地
の
財
政
削
方
唯
一
針

く
侠
府
民
』
仁
じ
〈
儲
躍
な
る
税
種
を
潜
伏
線
憐
上
及
ぴ
一
枇
合
上
の
縫
歩
議
議
を
阻
寄
せ
才
る
機

同
一
間
関

注
意
せ
才
る
可
ら
や
，
r

而
し
て
織
に
成
は
一
般
財
政
上
ー
の
原
則
に
一
賂
せ
ば
欲
鮪
少
な
か
ら
汐
ゐ

組
税
と
叫
慨
も
嫡
民
地
仁
於
て
拡
好
個
の
財
源
と
し
て
許
容
せ
ち
れ
つ
、
あ
る
乙
と
前
漉
せ
る

所
の
如
し
但
し
英
協
の
自
治
刑
民
地
の
如
く
非
常
な
る
議
惑
を
建
げ
大
る
唱
の
ぷ
於
〈
は
本

側
の
笈
例
と
一
一
般
原
則
ー
し
を
此
鹿
に
議
期
し
て
議
文
な
を
は
吉
を
待
文
ぎ
る
所
な
る
べ
し
。
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耕
地
整
理
の
方
針

K
艶

ず

る

疑:

議

(
業
ご

，、一

来し

賀

:勘

:重

軍嘩理主'1

余
は
新
春
勾
々
地
方
に
旅
行
せ
る
の
際
、
滋
然
一
老
践
に
脅
し
て
ぬ
伺
該
地
方
に
於
け
る
耕
地

総
理
設
計
泉
の
大
裂
を
開
く
を
得
允
I

り
。
而
し
て
英
一
市
吐
る
設
計
闘
を
…
倣
闘
す
る
に
、
統
γ
引
に

専
門
技
師
の
計
謹
せ
る
所
と
て
疏
水
懐
紙
其
他
南
端
の
施
設
費
に
児
家
な
る
が
℃
の
な
よ
り
し
名
、

喰
l

一
欧
州
の
断
る
一
奇
人
を
し
て
、
舵
訪
に
培
え
な
ら
し
む
る
替
の
あ
る
を
後
九
せ

bo
他
な
し
、
従

米
該
地
ダ
ド
ド
於
け
る
畑
と
裕
回
と
の
割
合
は
六
に
封
ず
る
凶
の
比
例
な
よ
ツ
し
仁
、
耕
地
盤
迎
安

施
設
じ
於
け
る
〕
陶
者
の
比
例
以
顛
倒
し
て
大
約
締
悶
レ
ω
A
H
畑
一
一
.
一
分
の
割
合
と
然
る
、
可
営
計
議

な
る
乙

Eι
印
も
是
な

60

H5 

一
定
来
我
闘
に
於
け
る
耕
地
盤
迎
の
事
業
は
政
府
蛍
局
者
の
奨
脇
と
誘
導
と
に
依
1
0

て
蹴
攻

後
慾
し
来
る
の
獄
あ
L
Y
O

殊
に
-
最
近
一
一
一
周
年
来
の
治
歩
、
は
麟
る
注
目
す
可
を
が
も
の
4

ゆ
る
が
如

し
と
蹴
母
、
業
事
業
の
愁
歩
に
彼
ひ
各
地
方
に
於
て
く
之
に
封
ず
る
非
難
の
滋
を
問
ぐ

ζι
弘
亦

耕
地
幣
鰹
の
方
針
民
一
濁
ナ
る
}
凝
鱗

J

日
開
五


